
ファイナルプレゼンテシオン
やばい～グループ
モズリーマーキー



オードテラス

シーサイドにある
２：３０－５：００
生徒たちは１７－２０人ぐらい



私たちがしたこと～

かたかなでなまえを書く
おりがみ
おはしの使い方
日本語で色
おにぎりの作り方
宿題を手伝った



いいこと～

最初は注目を集められた
カタカナのレッセンで１時間も集中した
ゲームしているとき子供たちが本当に元気だった
さいとう先生が来た時子供たちがいい態度あった



習ったこと～

子供を教えることは難しい
時間配分するのは大切だ
子供なのに自信で話すのは必要だ
日本の生徒たちの態度はアメリカ人よりいいだ
日本と中国を見分けない



Outcome 1: Self and Social Awareness

A) 生徒たちはほとんどヒスパニックだ
アメリカ人なのでメキシコの文化もある

マージナルラーイズなのでたくさんいい機がな
ＣＰＹのプログラムはこの生徒たちを手伝う
違うバックラウがあるので慎重に話した

B) 大学生、留学経験がある、シーサイドとサリナスに育ったので状況はちょっと似ていた



Outcome 2: Service and Social Responsibility

Ａ）　私たちの責任は慎重に新しい文化を教える事
Ｂ） 文化的多様性を理解させば将来にもっとグーロバルで考えられる



Outcome 3: Community and Social Justice

A) シーサイドでギャングがある
ほとんどの生徒たちの経済状況はよくない
B) 時々母語はスペイン語だ（両親がスペイン語だけはなせる）

両親が宿題を手伝うのはできない
ＣＰＹはこのマージナルラーイズ生徒たちを手伝ってあげる



Outcome 4: Multicultural Community Building/Civic Engagement

A)子供たちがほとんどヒスパニックなので私たちと生たちがお互い文化を教えられる
B)日本とアメリカの文化の違い話せた
C)子供たちに日本の文化を見せたらもっとグーロバルの風に考えさえる




